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 １．「ドイツに敗れた日本」 

「サッカーの話ではない。」という言葉で始まる非常に興味深い内容のコラムが、

昨年8月13日の日経新聞に掲載されていた。 私はワールドカップでも、ドイツの速
攻サッカーが世界の先端を行っているのに対して、のろくさとパスを回し続ける日

本のサッカーは一昔前のサッカーだと感じていた。ボールのキープ率がいくら高く

ても、キープする時間が長ければ長いほど相手は守備陣形を固められる。相手を疲

れさせるつもりが、自分の方が先に疲れてしまっているのが日本である。それに対

してドイツはボールを奪うと5秒から10秒後には、相手が守備に着く前にもうシュ
ートを放っている。いわば異次元のサッカーで勝利をものにしていた。今回のお話

は、経済の日独対決でも決着ありというお話である。 それを要約すれば、（１） 戦

後はともに戦勝国の復興計画に支えられて、見事に復興を遂げたが、（２） 違いが

鮮明になったのは近隣諸国との関係で、ドイツは独仏融和を軸に欧州連合を築き、

深化・拡大させた野に対し、（３）日本は中国、韓国という重要な隣国との関係で

つまずいている。（４）メルケル首相は国際政治の舞台でもイランの核問題やウク

ライナ危機打開で鍵を握り、リードしているが、（５） 安倍首相は中韓と対話すら

できずに関係を悪化させている。そして歴史をさかのぼれば、（６）経済では「財

政規律、強い通貨、物価安定」を優先させたドイツに対して、（７）日本は360円に
安住し、過剰流動性からバブルを発生させ、その後始末に財政出動を繰り返し、い

まだに財政規律を取り戻せていない。  

（８）ドイツは財政黒字を達成し、赤字国債発行なしの予算が組めるのに、（９）日

本はいつまでたっても赤字解消は念仏のように唱えるだけ、（10）ともに経常収支

の大黒字国だったのに、ドイツは中国を上回る最大の黒字国になり、（11）日本は

経常赤字に転落しつつある ・ 近隣諸国との関係冷却が世界の成長センター（アジ

ア）の恩恵を享受できなくしている。そして結論は「ドイツに学ぶしかない」と結

ばれている。 この分析、日本を完膚なきまでに打ちのめしているように思える。 

この記事をアベチャンに見せてやりたいですね。 2カ国の戦後をたどれば、まさに
アリとキリギリス。こつこつと教科書どおりにやり遂げるドイツに対し、歴史から

学ぶことなく一発逆転にかけ続ける日本。最終ホールでプッシュをかけるみじめな

ゴルファー像がダブるのみ。 （注）賭けゴルフで言う「プッシュ」とは、ホール

ごとの勝敗を対象にした賭けで一方が負け続けた結果、最終ホールで１つくらい勝

っても焼け石に水の状態 になったとき「プッシュ」を宣言します。勝てばそれま

での全負け数をチャラにすることができ、負ければ全負け数が 2倍になってしまう
やり方を指します。そこまで負け続けたゴルファーが、負ければ 2倍の大きなプレ
ッシャーの中で勝てる可能性は低いのです。今のアベチャンの心境やいかに。とい
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っても私はゴ ルフに限らず賭けごとは一切しません（笑）

２．「ドイツに負けていない日本」 

戦後、日本がドイツに負けていない点を以下にまとめてみた。

1. 近隣諸国との関係：

 中国と韓国との関係は未だ良好ではないが、その他の東南アジア諸国特に現在の ASEAN

諸国やインド、パキスタン、スリランカ、モンゴルとは大変良好関係である。日本が戦後

賠償の形でインフラ支援を行い、それがアジアの復興に役だった。中国と韓国は日本がイ

ンフラに貢献した事を国が秘密にしていたために、庶民が自国の力で躍進したと誤解して

いる所にある。現在の北京空港のインフラは日本の資金によるもの。私は、1980 年代の北

京空港はひどいものだったことを知っている。また、韓国の漢江（はんがん）の奇蹟も日

本の戦後賠償の支援によるインフラ整備と戦前の日本政府のインフラ支援によるもの。そ

の事実を韓国の方は知らない。

中国が現在アフリカにインフラ援助をしていますが、これは日本の東南アジアへの戦後

のインフラ支援を真似したものである。

2. メルケル首相の外交：

 メルケル首相は東ドイツ出身の為、ロシア語はネーテイブレベルで話せる。そのため、

プーチンさんとはさしで話しが出来る。ドイツはロシアからの安いガスに依存している事

もありロシアに対して大胆な手が打てないでいる。また、ドイツは安いユーロによって大

変な利潤を手に入れたのにもかかわらず、ユーロ救済が後手後手にまわり、ユーロ復活で

の主導的立場を取れていない。日本はタイと韓国を襲ったアジア通貨危機の際に、速やか

に資金援助をして、被害を最小限にした実績がある。

3. 安倍首相と中国・韓国の関係：

 最近日本のマスコミも中国や韓国の内政のつまづきから両国が法治国家ではなく人治国

家であり、国としての体をなしていない事が分かった。現在韓国や中国は、韓国は不況対

策、そして中国は環境対策で日本の手が必要との認識を強くしており、今までの反日のス

タンスを人民に気が付かれない形で修正し始めている。人治国家では「ヤクザの論理」で

動いている部分があり、「あやまれば損」で、色々な名目で金を要求してくる。靖国を含め

両国がねらっているのは戦後の日本悪人論に伴う永久賠償の継続である。

4. ドイツ国内の問題：

 ドイツは本当の意味の「心の統一」が実現していない。東ドイツ出身の方々特に年配の

方は英語ができない。西ドイツ出身の方々はいち早く英語をマスターし、ドイツ企業の国

際化に努めている。そのため、ドイツ企業でも社員は EU 国内出身の方が多くなっている。

その流れに東ドイツ出身の方は遅れている。また、現在東ドイツ出身者が設立した会社で

世界的な知名度のある会社はほとんどない。日本は天皇制の維持によるため、国として永

続性と国民意識が高く、明治維新の際の「会津と薩摩」と言った悲劇もあったが、日本人
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であると言う意識は高いと思う。それは中央集権国家であることに主因がある。ドイツは

地方自治が強いために、ドイツ人である前にその州の州民であり、かつ現在の若い方は

European（ヨーロッパ人）である意識が高くなっている気がする。

５．ドイツ車の問題点：

 ドイツ車は電気系統が弱いと言う問題があったが、それは今日も直っていない。高級車

でもアウトバーンで急に止まることがあって、電気系統の問題が多い様である。日本でベ

ンツのステータスが高いのは、ヤナセが日本に入ったベンツの全ての品質チェックをして、

特に電気系統を全てチェックして、日本車並みの品質を維持しているからである。ドイツ

では圧倒的に BMW のステータスが高いままである。また、ドイツ車は高品質な高級車を安

く作る事が出来ないが、トヨタの Lexus が米国で実現した、高級車を安く作るシステムは

「Lexusショック」としてドイツ自動車業界を震撼させている。トヨタの品質づくり、電気

系統を含んだ擦り合わせのノウハウは、ドイツ企業は越えることのできないハイレベルの

ものである。これの事実は、売上や利益率でみると素晴らしくよくわかる。ドイツ自動車

業界ではよく知られている大きな課題である。

6. ドイツは電気メーカーが弱い：

 ドイツを代表する電気メーカーは下記で、日本の部品メーカーを含む層の厚さにはかな

わない。かつ、ドイツブランドであっても資本は海外の場合が多く、純粋なドイツ企業が

少なくなっている。例えば、ブラウンは P&Gグループ傘下である。

ドイツ

シーメンス (SIEMENS) 

ブラウン（日本ではコーヒーメーカーやシェーバーなどで有名）

ミーレ

リープヘル（建機主体だか家電製品も製造）

オスラム

グルンディッヒ

ケルヒャー

コンチネンタル AG 

テレフンケン

ロバート・ボッシュ GmbH 

http://ja.wikipedia.org/wiki/電機メーカー

7. ドイツには戦後優秀な映画監督が減って、世界的に影響を与える映画が作れなくなって

いる。

1920 年代を含めてドイツには優秀な映画監督がいましたが、第一次世界大戦後多くの映

画監督がアメリカに移民しました。1930年～40年代においてアメリカ映画が黄金時代を迎
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えるのはアメリカに移り住んだドイツ人監督の影響が多いそうです。日本は戦後世界の映

画監督に影響を与える多くの作品を残しました。

ドイツ Hermut Keutner "Die letzte Bruecke" 

日本 黒澤明 成瀬美喜男 

8. ドイツは優秀な建築家が減って、世界的なコンペに勝てる才能が減っている。

 現在日本は世界的な建築家が数多く存在し、建築家が日本の輸出品になっている。建築

家のノーベル賞と言われる「プリツカー賞」を受賞しているのは、米国について日本が 2

位である。

http://ja.wikipedia.org/wiki/プリツカー賞

 プリツカー賞 (The Pritzker Architecture Prize) とは、アメリカのホテルチェーン「ハ

イアットホテルアンドリゾーツ」のオーナーであるプリツカー一族が運営するハイアット

財団 (The Hyatt Foundation) から 建築家に対して授与される賞である。1988年、ニュー

ヨーク・タイムズの記事が、「建築家にとってこの賞は、科学者や作家たちにとってのノー

ベル賞のようなものだ」と書いて以降、「建築界のノーベル賞」と紹介されることもある。

9. ドイツは料理がまずい。

ミシェランの星付レストランの数を含め日本が圧倒している。

10. ドイツには本当の国際都市がない。

 日本は東京があり、ロンドン、パリやニューヨークの様な国際都市の感性があるが、ド

イツの主要都市である、フランクフルト、ベルリン、ハンブルグ、ミュンヘンでもロンド

ンやニューヨークの様な文化的魅力がない。どちらかと言うと政治や経済の中心と言った

側面を感じる。

11. 日本は音楽市場で世界トップ

CD の売り上げを含め日本は世界最大の音楽市場。アメリカもドイツも日本にはかなわな

い。

12. ビールメーカーで世界的企業がいない。

 ドイツは自国で完成させたビールを世界企業にできていない。現在ドイツの大手ビール

メーカーを資本参加させているのが Anheuser Bush InBev グループ。ドイツ人はあれはブ

ラジルの会社 だと言っている。InBevにはブラジル資本が入っているからである。

 日本はアサヒやキリン等の企業がヨーロッパでも自分のブランドでビールを生産してい

る。(委託生産が多い。）

（注記）アンハイザー・ブッシュ・インベブ (Anheuser-Busch InBev) 
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